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当資料ご利用の際は、最終頁の「ご留意いただきたい事項」をお読みください。

お申し込みの際は、必ず「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。

運用実績 【過去の運用実績は、将来の運用成果を保証するものではありません。】

■ 基準価額の推移（課税前分配金再投資ベース）

基準価額（課税前分配⾦再投資）（円） 参考指数
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※基準価額は信託報酬（後述の「ファンドの費用」参照）控除後のものです。
※参考指数（Russell/Nomura Small Cap インデックス(配当込み)**））は設定日の前営業日を10,000
として指数化しています。

■ 基準価額と純資産総額
純 資 産 総 額 3,542(百万円)

基 準 価 額 15,725円

前 月 末 比 +396円

■ １万口当たり分配実績（課税前）
分 配 金

第1期～3期 計 0円
第4期 (2020.4.27) 0円
第5期 (2021.4.27) 0円
第6期 (2022.4.27) 0円
第7期 (2023.4.27) 0円
第8期 (2024.4.30) 0円

設定来累計 0円
※分配金は投資信託説明書（交付目論見書）記載の「
分配方針」に基づいて委託会社が決定しますが、委託会社
の判断等により分配を行わない場合もあります。

■ 騰落率（課税前分配金再投資ベース）
１ カ 月 ３ カ 月 ６ カ 月 １ 年 ３ 年 ５ 年 設 定 来

ファンド 2.58% -2.79% 6.48% 7.83% 3.21% 36.19% 57.25%
参考指数 1.75% 0.62% 12.56% 20.70% 39.32% 71.36% 124.68%
※基準価額の騰落率は、課税前分配金を再投資したと仮定した数値を用いています。

ポートフォリオの状況
【当ファンドは、ファミリーファンド方式により運用を行っており、マザーファンドのポートフォリオの状況を記載しています。】

■ 資産配分
純 資 産 比

株式 96.1%
キャッシュ等 3.9%

銘 柄 数 62

■ 市場別組入比率
純 資 産 比

プライム 80.4%

スタンダード 9.5%

グロース 6.2%

その他 -

合計 96.1%

■ 組入上位10業種
業 種 純 資 産 比

1 サービス業 20.5%
2 情報・通信業 20.3%
3 化学 9.5%
4 機械 5.9%
5 電気機器 5.7%
6 ガラス・土石製品 5.1%
7 建設業 3.8%
8 銀行業 3.2%
9 小売業 3.0%
10 不動産業 3.0%

※業種は東証33分類に基づいています。

■ 組入上位10銘柄
銘 柄 名 業 種 純 資 産 比

1 ＢＩＰＲＯＧＹ 情報・通信業 4.1%
2 ＭＡＲＵＷＡ ガラス・土石製品 3.7%
3 大栄環境 サービス業 3.5%
4 エムアップホールディングス 情報・通信業 3.3%
5 住信ＳＢＩネット銀行 銀行業 3.2%
6 ネットワンシステムズ 情報・通信業 3.1%
7 ジャパンマテリアル サービス業 3.0%
8 ハーモニック・ドライブ・システムズ 機械 2.8%
9 サイバーエージェント サービス業 2.8%
10 ＳＷＣＣ 非鉄金属 2.6%

※業種は東証33分類に基づいています。
** Russell/Nomura Small Cap インデックスの知的財産権およびその他一切の権利は野村證券株式会社およびFrank Russell Company に帰属します。なお、野村證券
株式会社およびFrank Russell Company は、当インデックスの正確性、完全性、信頼性、有用性、市場性、商品性および適合性を保証するものではなく、インデックスの利用
者およびその関連会社が当インデックスを用いて行う事業活動・サービスに関し一切責任を負いません。
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ポートフォリオの状況
【当ファンドは、ファミリーファンド方式により運用を行っており、マザーファンドのポートフォリオの状況を記載しています。】

■ 基準価額に影響を与えた銘柄
プラス寄与

銘 柄 名 業 種 影 響 額 コ メ ン ト
ＢｕｙＳｅｌｌ　 Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇ
ｉｅｓ

卸売業 88円
５月に発表された堅調な2024年12月期第１四半期決算に加え、６月に発表さ
れた５月月次開示資料の内容も好調だったことから好感されました。

エムアップホールディングス　 　 　 　 　 　 　 情報・通信業 69円
５月に発表された堅調な決算発表に加え、６月に証券会社の目標株価引き上げ
が好感されました。

ジャパンマテリアル　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　サービス業 58円
５月に発表された決算発表において、保守的なガイダンスが嫌気されて下落しました
が、市況の回復を受けて自律反発しました。

マイナス寄与
銘 柄 名 業 種 影 響 額 コ メ ン ト

ＦＰパートナー　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　保険業 -82円
一部メディアの報道を受けて株価が大幅下落しました。会社側からは、報道について
コメントが出ていますが、株価は回復に至っていません。

明電舎　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　電気機器 -80円 ４月からの５月末までの株価上昇の反動で下落しました。
九電工　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　建設業 -27円 年始から４月末までの株価上昇で、利食い売りが発生しました。
※上記のファンドの基準価額に対する影響額は、マザーファンドのデータをもとに当ファンドの基準価額に対し簡便的に算出しておりますので、実際の数値とは異なります。あくまで傾
向を知るための目安としてご覧ください。なお当該銘柄の売買を推奨するものではありません。

ファンドマネージャーのコメント

■ 市場環境

６月の国内株市場は引き続き小幅上昇しました。月前半は米国ではハイテク株の上昇や物価関連指標が落ち着きを見せたことを背景に主要株価指数が最高値更新
を続けましたが、国内株式市場は、企業の保守的な2024年度の業績見通し、さえない内需関連指標、主要完成車メーカーによる認証試験の不正問題等が重しとなり、
出遅れる展開となりましたが、中旬に欧州の政治不安を背景に下落した後は、円安や米国ハイテク株のさらなる上昇を背景に市場は反転しました。６月の日銀金融政
策決定会合では、国債買入減額の方針は決定されたものの、政策金利は据え置かれ、金融引締めへの懸念が後退し、約38年ぶりとなる１ドル160円の水準まで円安
が進行しました。物色動向としましては、月末に向けて長期金利が再上昇したことから引き続き保険業、銀行業などの金融セクターが人気となったほか、情報技術サービス
や電気機器銘柄の一角が上昇しました。一方で、海運や電力株が利食いに売り押されたほか、不正問題を背景に自動車株が下落しました。また、これまで大きく出遅れ
てきた東証グロース指数が大きな回復を見せました。

このような投資環境下、各指数の月間騰落率はＴＯＰＩＸが+1.34％、日経平均株価が+2.85％、東証グロース市場250指数が+6.91％、ラッセル野村小型イン
デックス（配当込み）が+1.75％となりました。

■ 運用の状況

６月の運用では、割安感の薄れた銘柄の売却を行う一方、業績見通しの分析から高い利益成長が期待できる銘柄の買付けを行い、ポートフォリオの調整を行いました。
具体的には、ＧＭＯペイメントゲートウェイ（3769）、寿スピリッツ（2222）等の新規購入のほか、ａｒｔｉｅｎｃｅ（4634）等の買い増しを行いました。その一
方で、明電舎（6508）、住信ＳＢＩネット銀行（7163）等の一部売却を行ったほか、テクノプロ・ホールディングス（6028）等を全売却致しました。

■ 今後の投資方針 （作成日現在のものであり、市場環境の変動などにより変更される場合があります。）

年初からの上昇相場が一服し、短期的にはボックス圏での推移となっているものの、今後の日本株市場につきましては、引き続き業績動向が堅調であることに加え、デフレ
からの脱却やそれを踏まえた日本企業の本格的な変化等を手掛かりに、米国等の内外の景気、物価や金融政策に加え、地政学リスクや政治情勢、あるいは金利、海
外株式、為替動向等を睨みながらも、徐々に上値をうかがう展開に移行して行くことを想定しております。

国内景気は、足元物価上昇が個人消費の足かせになっており、また短期的には不正問題による自動車生産の減少の影響を受けているものの、今後につきましては若年
層に手厚い形で大幅な賃金上昇が見込まれる中、消費もそれに呼応する動きが期待されます。更に、豊富な手元流動性に加え、深刻化する人手不足や収益力強化
への対応を見据え、依然として投資意欲は旺盛であることから、設備投資も今後は力強い動きに転じるものと予想しています。また、企業業績は増益トレンドが維持され
るだけでなく、増益業種が広がることが見込まれているほか、「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応」の浸透により、株主還元策の強化や収益性向上策
を発表する企業の広がりも株式市場の下支え材料となることでしょう。新ＮＩＳＡ開始や相次ぐ値上げ報道の中で、個人による金融資産見直しや株式投資へ動きもで
てきており、引き続き中期的な観点から日本株に対する強気な見方を堅持しております。

以上の見通しの下、今後の運用では現在のポートフォリオ戦略を維持する基本方針に変更はありませんが、業績動向と株価バリュエーションを精査しながら、引き続き保
有銘柄の入れ替えなど行う方針です。

＜組入銘柄について＞
寿スピリッツ（2222）(食料品)
お土産やギフト用の菓子製造・販売を行っています。ルタオなど有名ブランドを有し、百貨店や主要駅、空港などに自社ブランドの店舗を展開しています。全国に
広がる製造拠点と販売網を活かし、企画・製造・販売まで一貫して手掛けていることが同社の強みで、今後も好立地の新規出店やインバウンド売上の増加や、
商品価値向上に伴う価格転嫁などの利益率改善で、中長期的な高い利益成長に期待しています。
※上記コメントは、ファンドの組入銘柄の紹介としての記載であり、売買を推奨するものではなく、また、今後の当ファンドへの組み入れを保証するものでもありませ
ん。

当資料ご利用の際は、最終頁の「ご留意いただきたい事項」をお読みください。

お申し込みの際は、必ず「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。
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